
 

 

 

 

真生会館の運営・活動のためのご支援・ご寄付のお願い 

 

 

真生会館を愛してくださる皆様方へ 

 

✝主の平安 

皆様方におかれましては､ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

真生会館の旧ビルの建て直しに際しては、多大なご支援とご寄付をいただきましたこ

とに、改めて篤く御礼申し上げます。 

 

お陰様で私たちは、新装なった会館で、新しいプログラムのもとに、新たな歩みを始

めることが出来ました。まだまだよちよち歩きですが､旧ビルの時よりも､さまざまな層

の方々が参加してくださるようになり、職員一同、ほっと胸をなで下ろしている次第で

す。また同時に、80 年にわたる真生会館の創立来の伝統・精神をしっかりと受け継ぎ、

その精神にそって、これからも、複雑で厳しい社会の現実を生きていかなければならな

い学生・青年たちをはじめ、真の光、命に飢え渇く人々の期待に応えて行くことが出来

ますよう､スタッフ一同、心を引き締めている次第です。 

 

さて、今回、ここで、畏れ多いことだとは重々承知の上でのことですが、皆様方に改

めて支援と寄付のお願いをさせて頂くことを、お許しください。と申しますのは、真生

会館の財源に限りがあり、これからも真生会館が、永きにわたって、揺らぐことなく､し

っかりと期待されている活動を続けていくためには､多くの方々の支えが必要だからで

す。 



 

 

私たちは、これまで、真生会館が企画するプロジェクトにより多くの方々が参加して

くださることを願って､参加費・受講料は､出来る限り安く抑え、学生たちの参加は無償

にしてきました。また若い青年たちのキリスト教精神に基づいた育成を願って､アジア

をはじめ海外での研修会や体験学習などにも、支援も行ってまいりました。 

こうした方針はこれからも続けてゆくつもりでおりますが、私たちの財源には､十分

なゆとりがありません。私たちの隣に建設される国際学生寮のためにお貸しした土地の

賃料だけです。この枠の中で、会館の光熱費などを含む諸々の維持管理費、減価償却を

含めた将来のための積み立て、そして税金と会館が目指す本来の活動費と人件費などの

すべてをまかなっていかなければなりません。 

無論､経費の節約には心がけるつもりではありますが、安定した運営・活動のために

は､是非とも皆様方のご理解とご支援が必要である、と理事会・評議員会も判断し、改め

て皆様方のご理解とご協力をお願いすることに相成った次第です。 

皆様方の日々の生活が必ずしも容易でないことは重々承知の上でのことですが、私た

ちの思いを汲み取り､真生会館の活動の充実・発展のため、ご支援・ご寄付をお寄せくだ

さいますようにお願い申し上げる次第です。 

真生会館への寄付のための銀行口座などにつきましては、別紙をご覧下さい。 

 

 皆様方の歩みの上に神様の確かな支えと導きを祈りつつ 
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